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ごあいさつ

 社会と企業の関係が大きく変化しています。社

会が企業に求めるものも変化し続け、企業の価値

を測る基軸は多様化してきています。
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企業理念 「変革」
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項目 内容 効果

排水処理設備 改修 環境保全
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により実現される白色全固体照明は、

従来の照明製品と比べ消費電力が少なく、水銀やヒ素を使

用しないため、省エネ・環境保全の観点からも有望です。ま

た、製造コストも大幅に低減することが期待されます。

2007年1月に開発した「MOCVD装置」を島根大学に設置、
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75 177

（2）上・下流コスト 環境配慮型商品購入のためのコスト 0 1

（3）管理活動コスト ISO14001の運用、環境教育、事業所内美化・緑化などのためのコスト 0 49

（4）研究開発コスト 環境保全に資する製品などの研究開発のためのコスト 1 32

（5）社会活動コスト 地域清掃、地域緑化などのためのコスト 0 1

（6）環境損傷対応コスト 事業活動が環境に与える損傷に対応するためのコスト 0 0

合　計 418 772
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事業所名 取得日 認証取得機関
佐倉工場 1997年  6月  6日 JQA（日本品質保証機構）
高崎吉井工場 1997年10月17日 TÜV（テュフ ラインランド）

小
山
工
場
※1

橋梁部門 1998年  3月13日 MSA（マネジメントシステム評価センター）
ホンプ部門 1999年  6月22日 NK（日本海事協会）
機械部門

2003年12月22日 NK（日本海事協会）環境部門
特装部門

いわき工場 1998年12月  4日 JQA（日本品質保証機構）
足尾箔化成工場※2 2003年  3月14日 JQA（日本品質保証機構）
大阪工場 2003年  7月24日 JICQA（日本検査キューエイ）
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従業員との関わり
社会性報告
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　中央労使協議会　 　古河機械金属（株）は、古河機械金属労働組合と労働協約を結び、相互の誠実と信頼を基調とした労使関係の確立・発展のため



　インターンシップなどの受入れ　 
当社グループおよびその関係会社では、製造拠点に学生を

受入れるインターンシップなどを実施しています。

実際に、このインターンシップへ研修生として参加したこ

とがきっかけとなり、2007年度に足尾さく岩機（株）に入社し

た事例もあります。

また、足尾高校は2007年3月に閉校となりましたが、今回

が最後となった実習は、指

導する側も実習生もいつ

にも増して真剣に取り組

む姿が見られました。

今後も、インターンシッ

プなど貴重な就業体験が

できる機会を継続的に提

供していきます。

◆2006年度インターンシップなど受入れ実績
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　安全標語優秀賞受賞　 





（百万円）
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